
カーボンフットプリント導入支援ワークショップ 札幌会場ご報告 

名    称 
カーボンフットプリント（CFP）導入支援ワークショップ 

  ～実務者向けＣＦＰ算定のポイント講習～ 

事業の目的 
平成２２年度事業において実施したカーボンフットプリント地域連絡会を活用し、地域におい

てのカーボンフットプリントの普及・理解の促進及び人材育成に努める。 

日   時 平成 23 年 7 月 28 日（木）10:30～16:00 

場   所 北海道経済産業局 ６階 第１会議室 

参 加 者 33 名 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

プログラム 

10:30～11:00  

開会のご挨拶 

カーボンフットプリント制度試行事業の概要説明 

経済産業省 産業技術環境局 

環境政策課 環境調和産業推進室 遠藤豊 

 

11:00～11:30  

ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）とＣＦＰに 

関する説明 

社団法人産業環境管理協会 加治知恵 

 

11:30～12:00 

ＣＦＰ制度参加企業からの事例を紹介していただき 

ました。 

日本生活協同組合連合会 小野光司 氏 

 

12:00～13:00 

休憩（個別相談会受付） 

 

13:00～14: 00 

商品種別算定基準（ＰＣＲ）とＣＦＰの算定に関する 

作業プロセス上のポイントに関する説明をして 

いただきました。 

みずほ情報総研株式会社 環境・資源エネルギー 

部 環境経営チーム 樋口晴美 

 

14:00～15:30 

例題によるＣＦＰ算定の演習 

社団法人産業環境管理協会 石塚明克 

 

15:30～16:00 

個別相談会 

 

 

 

概要説明 

 

会場の様子 

 

事例紹介 

 

演習 

 



参加者の 

感想等 

【参加者の質問、意見等】 

 ○WSに参加した感想 

・新聞等でしかなじみのなかったＣＦＰを初めて詳しい中身まで知る事ができ大変参考になり

ました。 

・講師の方の説明が分かり易く実践的で今まで聞いた説明の中でＣＦＰ・ＰＣＲが理解出来

た。演習での説明もわかりやすい、理解度が増した。 

 

○CFP または CFP 制度についての意見  

・できるだけ早くインターネット等にて全体像を把握したいと思います 

・計算に必要なデータ等の情報を引き続き提供すること。ＣＦＰ表示により必要以上に製品の

差別化がされないよう配慮すること 

・現在のところ特にないができるだけわかりやすく取り組みやすさなどを考えてもらいたい。 

・ＣＦＰの大事さは理解できる。ただメーカーとしては人件費含め費用の発生する事でもあり、

効果を求められる事から一般消費者を含めた全ユーザーへの周知が行きわたる事が本件

普及に向けた喫緊の課題と考えています。 

・ＬＣＡソフト等の無料公開 

・中小企業も気軽に参加できるよう、仕組をもっとわかりやすく広めて行くことが必要だと思い

ます。 

・今後もこのようなワークショップ・セミナーを開催してくださることを期待 

・参加者のレベル別に講座を設定してもらえると助かります。今回の講座は私のレベルにぴ

ったりだったので大変有意義でした。 

・今後の検討するべき課題と考えているのでこのようなワークショップがあれば積極的に参加

していきたいと考えています。 

・環境負荷について消費者の目に見える良い制度だと思います。ＰＣＲがまだ尐ないと感じま

した。 

・消費者並びに事業者へどのように認知度を高めるかが問題それができなければ廃れてしま

うと感じます。 

・ＣＦＰ制度及び計算の仕方がよく分かりましたありがとうございました。多くの商品に採用され

ると消費者の環境意識や行動も変わってくると思います。普及することを期待しています。 

 

  ※アンケートは、27 名の方にご回答をいただきました。 

 

 

 


